
第１学年  技術・家庭科（技術分野） 

 

☆学習を進めるに当たって 

使

用

教

材 

○教科書：技術･家庭 技術分野(東京書籍) 

持

ち
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・教科書 

・ファイル 

学

習

の

進

め
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＜授業＞ 

○授業に積極的に参加しよう 

  自分の生活を振り返り、自分のこととして結びつけよう。人の意見を聞いたり教え合った

りすることで、新しいアイデアを手に入れ、実習では生活に役立てられるように基礎的な技

術を身に付けよう。 

○必要な知識は覚えよう 

  基礎的なことや用語を覚えていないと、説明されても「分からない！」となってしまいま

す。基本的なことや用語は早く覚えよう。 

○黒板に書いた内容をしっかり書き留めよう 

  定期テストは各学期末です。テスト前に学習プリントを見直したとき、意味がしっかりと

分かるように、ていねいに書いておこう。 

＜家庭学習＞ 

○実践して生活に生かそう 

  学んだ知識や技術を自分の生活場面でどんどん活用しよう。そうすることで、知識や技術

の定着が図られます。 

＜定期テスト＞ 

○１学期末・２学期末・学年末の３回。いずれも家庭科と合わせて５０分のテストをします。 

○技術科５０点、家庭科５０点で合わせて１００点満点となります。 

学

習

上

の

注

意
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○授業中の指示をしっかり聞き、話を聞くときと作業をするときの切り替えをきちんとし

よう。 

○指示があるまで待ち、勝手に機械や道具を使わないようにしよう。 

○扱い方を間違えると危険な機械や道具もあるので、安全に気を付け、いつも真剣に授業

に取り組もう。 

○授業で話される内容や気づいたことを自分なりに工夫し、プリントにまとめよう。 

○友達と助け合い、教えあい、学び合おう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科のねらい 

① 実践的・体験的な学習活動を通して、コンピュータ活用や生物育成に関する基礎的な知識と

技術を習得する。 

② 技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付ける。 



☆学習内容および評価について 

 

学 習 計 画  評価にあたって 

学

期 
月 単 元 計 画 

試
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評価観点 
評価の場面・

方法 
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○コンピュータのしくみと 

基本操作 

・コンピュータの構成 

・コンピュータの使い方 

・情報の管理 

○作物の栽培 

・成長の変化の観察と管理作業 

 

○ソフトウェアの機能と情報

の処理 

・文書処理ソフトウェアの利用 

・画像情報の処理 

・処理した情報をまとめる 
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・コンピュータ活用や生物

育成に関する技術につい

て感心をもち、生活をよ

りよくするために知識と

技術を進んで活用しよう

としている。 

・ルールやモラルを向上さ

せようとしている。 

・学習プリン

トの記入

内容 

・授業での 

発言 

・活動状況の

様子 

・忘れ物 

生

活

を

工

夫

し

創

造

す

る

能
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・コンピュータを使って、

伝えたいことをうまく伝

えられるように工夫する

ことができる。 

・目的の動きに合ったプロ

グラムを工夫して考える

ことができる。 

・学習プリン

トの記入内

容 

・授業での発  

 言 

・活動状況の

様子 

・作品の完成 

 度 
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○情報モラルとコンピュータ

の利用 

・情報の収集・発信のルールと

マナー 

・情報社会の安全性 

○ネットワークと情報の収集 

・Ｗｅｂページのしくみ 

・情報収集の手法 

・情報伝達の安全性とマナー 

○デジタル作品の設計・制作 

・制作品の構想・設計 

・素材の準備・加工 

・プレゼンテーションソフトウ

ェアの利用 
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生

活

の

技

能 

・コンピュータを使ってい

く上での、一般的なソフト

ウェアにおける基本的な

操作をすることができる。 

・作物を育てるための環境

条件を整えることができ

る。 

・目的の動きに合ったプロ

グラムを組み、モータカー

を制御することができる。 

・学習プリ 

ントの記

入内容 

・活動状況 

の様子 

・定期テスト 

・作品の完成 

 度 

３ 
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・素材の統合 

・制作品の評価・修正 

・制作品の表現・発信 

○プログラムによる計測・制御 

・計測制御システム 

・プログラムの役割と機能 

・簡単な計測・制御 

 

まとめ 
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に

つ
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て

の
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・

理
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・生活の中での技術の役割

について理解し、コンピ

ュータ活用に必要な基

礎的な知識を身に付け

る。 

・学習プリン 

トの記入内  

容 

・授業での発 

 言 

・定期テスト 


